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１ はじめに 
カーナビゲーションでは「リスト表示方式」

（“箇条書き”状の数行の表示）が用いられる

ことも多い。ここで、車載表示器の英数字の文

字高さはISO 15008に視認性基準が提唱され、

また一般的な表示物では適正な行間・字間も示

されている1)。しかし、現行のリスト表示では、

これら知見を参考にデザイン性や経験則に基

づいて文字高さ、行間、字間が設定されるのが

実情である。一方で、リスト表示の日本語文字

の主観的見やすさと文字高さ・行間・字間の関

係を検討した事例2)はあるが、運転時の安全の

視点からは読み取りや文字探索等に要する時

間との関係も検討していく必要がある。 
そこで本研究では、リスト表示での表示パラ

メータと探索時間の関係について検討する。 

２ 方法 
2.1 実験参加者 
 両眼視力0.7以上の20歳代の男女5名とした。 
2.2 実験方法 
(1) 実験タスク 
 実験タスクは、心理学実験ソフトウェアであ

るSuperLabを用いて作成した。12文字×5行
のリスト表示方式で表示された文字列の画像

（評価サンプル）に対し、指示された熟語（タ

ーゲット）の有無を判断するタスクとした

（Fig.1）。反応作業用のレスポンスパッドを用

いて、ターゲットがあれば右ボタン、なければ

左ボタンを押すよう実験参加者に指示した。そ

して、サンプルが提示されてからボタンが押さ

れるまでの時間を反応時間として計測した。 

(2) 評価サンプルの作成方法 
 評価サンプルはPowerPointで編集して画像

ファイルに変換し、作成した。表示範囲は市販

のカーナビを想定してポータブルカーナビの7

インチ画面相当（92.3mm×153.6mm）とし、

範囲外を黒く塗りつぶすことで調節した。 
評価サンプルに用いる文章の1文は、平仮名

と二字熟語2種で構成された意味の通る文章に

した。使用漢字は先行研究3)より「読みにくい」

とされる漢字から選定した。また、文章すべて

を二字熟語（6種×5行、計30個）で構成した評

価サンプルも作成した。 
 評価サンプルを作る際の設定条件として、か

な・熟語混じりのサンプルは文字高さを20分・

23分・26分、行間幅を文字高さに対して120%・
150%・180%、字間幅を文字高さに対して10%・
20%・30%とした（総当たりで合計27パターン）。

また、熟語のみのサンプルは文字高さを20分
に固定して9パターンを作成した。 
 かな・熟語混じりの文章では、各文字高さに

ついて文章の内容や組み合わせを変えた5種類

を作成し、その行間・字間を変えて（9パター

ン）個々の評価サンプルを作成した（5×9×3、
135通り）。熟語のみの場合はすべて異なる45
通りで、両者の合計は180通りであった。 
(3) ターゲットの混入割合 
 ターゲットが評価サンプル内にある場合を

全体の75%、ない場合を25%に設定した。 
(4) ターゲットの表示位置の均等化 
 ターゲットの出現位置が探索にかかる時間

に影響すると考えたため、評価サンプルを3行・

2行の上下、6文字ずつの左右に分けた4象限に

均等にターゲットを配置するよう設定した。 
(5) 実験装置 
 着座姿勢とし、顎台で23インチの液晶ディ

スプレイ画面中央と実験参加者の視点の高さ

が水平になるようにした（Fig.2）。車載表示

Fig.1 実験タスク 

Fig.2 実験装置 
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器の視距離に合わせて、実験参加者から画面

までの距離を750mmとした。 
(6) 手続き 
 実験説明と練習の後、かな・熟語混じり（67
サンプル）、休憩、かな・熟語混じり（68サン

プル）、休憩、熟語のみ（45サンプル）の順に

実験を行った。毎回、“「○○」を探してくだ

さい”というターゲットの指示画面の後、カウ

ントダウン画面に続いて評価サンプルを提示

した。これを180サンプルすべてについて繰り

返した。かな・熟語混じり、熟語のみ、それぞ

れの中でサンプルの提示順はランダムとした。 
2.3 解析方法 
各実験参加者の反応時間のデータから、不正

解、およびターゲットがない場合を除いた。次

に、極端に速い反応時間は取り除いた。その上

で、各パターンの中で個人内平均を算出した。

そして、パターンごとに実験参加者5人の反応

時間平均、標準偏差を求めた。 

３ 結果・考察 
 本稿では、かな・熟語混じりの結果について

説明する。文字高さ20分、26分の反応時間の結

果をそれぞれFig.3、Fig.4に示す。また、字間

10%・20%・30%、行間120%・150%・180%を

それぞれ狭・中・広として、字間や行間が反応

時間変化へ及ぼす影響をFig.5、Fig.6に示す。 
 Fig.3、Fig.4 より、字間 30%、行間 180%と

いう両方が大きいパターンでは反応時間が長

くなり、視認性が低いと考えられる。Fig.5 よ

り、行間、字間が大きくなるほど反応時間が長

かった。また、Fig.6 より、行間の方が反応時

間の変化により大きく影響したことが分かり、

文字高さが大きくなると、字間よりも行間の方

が反応時間への影響が大きいと考えられる。ま

た、行間「中」から「広」よりも「狭」から「中」

の方が反応時間の違いが大きいという結果で

あった。 

４ 今後の課題 
 今後は、実験参加者を増やすことによって、

実験条件による傾向の違いをより顕著に引き

出す。また、使用した熟語、評価サンプルの難

易度の統制が取れているか確認し、改善してい

く。さらに、見やすさのフィーリングとの関係

を調べるため、主観評価も行う予定である。 
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Fig.3 反応時間の結果（文字高さ 20 分） 

Fig.6 行間・字間と反応時間の関係（26 分） 
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Fig.5 行間・字間と反応時間の関係（20 分） 

1800

1900

2000

2100

2200

狭 中 広

反
応
時
間
(m

se
c)

字間

⾏間

1500

1800

2100

2400

2700

3000

字間10％ 字間20％ 字間30％

反
応
時
間
(m

se
c)

⾏間120％

⾏間150％

⾏間180％

1500

1800

2100

2400

2700

3000

字間10％ 字間20％ 字間30％

反
応
時
間
(m

se
c)

⾏間120％

⾏間150％

⾏間180％

― 747 ―


